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Transformation Story 
今月のPICKUPインタビュー

成長の軌跡

Growth Star 今月最も成長したラボ生

受賞者              中野さん

成長ポイント

「学び続ける姿勢」と「改善する行動力」が大きく成長しました。
現場での営業研修では、熱心に取り組み分からないことを積極的に吸収しようとする姿勢が印象的でした。
また自身の課題やギャップ、足りない部分から目を背けることなく向き合い、
一つひとつ改善に向けた行動を積み重ねたことで、着実な成長を遂げています。
この学びを実践へとつなげ、あらゆる側面で成果を生み出す活躍を楽しみにしています。

コーチコメント

成長とは、最初からできるようになることではありません。
「できない」を認め、改善し続ける姿勢こそが本当の成長です。
中野さんは今月、その姿勢を誰よりも体現してくれました。
これからさらに大きな挑戦や日々の学ぶ姿勢を重ね、
自身の目指すゴールに向けて飛躍していくことを期待しています。

Growth MVPとは？

「一番すごい人」を選ぶものではありません。
一番本気で自分と向き合い、成長した人を称えるものです。
この社内報が、誰かの挑戦のきっかけとなり、
「次は自分が載るんだ」と思える文化を、みんなでつくっていきましょう。
ワカモノの可能性は、こんなものじゃない。
私たちは、一人ひとりの挑戦をこれからも全力で伴奏し支援していきます。

Q1
ワカモノラボに入る前、どんな自分でしたか？
→成長を感じる場面が少なく、日々の仕事で
なんか満足出来ていないと感じ
今のままでは自分の目標を達成できないなと思っていました。

Q2
入社当初、一番不安だったことは？
→全く初めての業種で働くこと

Q3
「あ、自分変わったな」と思った出来事はありますか？
→新人教育をしている上で、“自分の働き方”だけでなく
“他の人の事も巻き込んで”考える事ができたこと。

Q4
その成長のきっかけは何でしたか？
（人・出来事・研修など）
→自分が教えている新人の成績が伸びないと
その新人が解雇される可能性があると知ったから

Q5
今チャレンジしていることは？
→動画編集 パソコンの操作から

Q6
あなたにとって「働く」とは？
→なりたい自分に近づくための機会

Q7
他のラボ生へ一言お願いします！
→パソコンを教えてください。
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õ 名前：小野 志歩
� 入社：2025/07

━━━━━━━━━━━━━━

 Editor’s Note
入社前は「このままでいいのかな」と将来に漠然とした不安を感じていた小野さん。

しかし今では、自分だけではなく新人の成長まで考えられる存在へと変化していました。
働くことを「なりたい自分に近づくための機会」と語る姿がとても印象的でした。

今は動画編集という新しい挑戦の真っ最中。
一年後、このページを見返したとき、どんな言葉を語ってくれるのか楽しみです。

━━━━━━━━━━━━━━

õ 名前：中野 亜美
� 入社：2026/02

━━━━━━━━━━━━━━



大川 美咲さん 　　　　　 7/1 入社
刀根 萌    さん     　　　　  7/1 入社     
瀬野 湧眞さん 　　　　　 7/1 入社     

New LABO Member
Welcome!

HAPPY BIRTHDAY
後藤 尚人                        2日生まれ
髙橋 翔吾                     17日生まれ
山口 司紗                     21日生まれ
北原 伸悟                     31日生まれ
瀬野 湧眞                     31日生まれ

7月生まれメンバー
実りある最高で幸せな一年に！！

お誕生日おめでとう
メンバーでお祝いしよう!!

Congratulations!
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Welcome to BORDERLESS!!
一緒に成長して、最高の未来を創っていこう！



LABO Voice
社員インタビュー

今、挑戦している人のリアルな声をお届け
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Q1    簡単に自己紹介をお願いします!

株式会社BORDERLESSで本社支社長を務めている黄木です！
本社全体がもっと強くなるための組織づくりや、ワカモノラボをより良くしていくための
取り組みを行っています。
まだまだ成長途中ですが、会社の成長に負けないくらい自分も成長していきたいです！

Q2    仕事をするうえで大切にしていること・やりがいを感じる瞬間は？

目の前の仕事を、ただの作業で終わらせないことを大切にしています。
「何のためにやるのか」「誰のためになるのか」を考えた行動が、
メンバーの前向きな変化や会社の前進につながった時にやりがいを感じます。
一つひとつの仕事を、会社をもっと良くするためのきっかけにしていきたいです！

Q3   BORDERLESS / ワカモノラボはどんな場所ですか？
        ラボ生へ伝えたいことは？

BORDERLESS / ワカモノラボは、挑戦しながら自分の可能性を広げていける場所だと思っています。
最初から完璧じゃなくても、素直に学び、行動し続けることで必ず成長できます。
焦らず、でも止まらず、一緒に少しずつ前に進んでいきましょう！

Q4    最後に、今後の目標や読者へのメッセージをお願いします。

本社支社長として、もっと会社を前に進められる存在になりたいです。
この社内報を通して、メンバーの成長や挑戦、会社の前進をたくさん届けていきます。
これから一緒に、もっと面白い会社にしていきましょう！

Editor’s Note
今回のインタビューで特に印象に残ったのは、
「目の前の仕事を、ただの作業で終わらせない。」という言葉でした。
一つひとつの仕事の先にある「誰のため」「何のため」を考える姿勢は、会社を支えるだけでなく、
周りの人の成長にもつながっています。
「挑戦し続けることで可能性は広がる。」
そんなメッセージには、役職ではなく、一人の挑戦者として歩み続ける黄木さんの想いが込められていると感じました。
このインタビューが、読んだ皆さんにとって「今日の仕事の意味」を改めて考えるきっかけになれば嬉しいです。

Special Interview



LABO Academy Voice
講師からの一言＆ノウハウ

“  動画だけじゃない。
内面力がクリエイターを育てる。 ”

今回お伝えしたいこと

ラボでよく「内面力」という言葉を耳にすると思います。
動画に限らず「内面力」を磨き、持ち合わせる人は

本当にどんなスキルも習得ができます。
※僕は奇跡的に天然で持ち合わせていたかもしれません。

これから執筆する内容は「内面力」がある前提で
「動画」について話します！

01 02 03 04 05

 Editor’s Note
クリエイターとして成長するために必要なのは、ソフトを使いこなす技術だけではありません。

「相手のことを考える力」「学び続ける姿勢」「挑戦する勇気」。
その積み重ねが、作品のクオリティだけでなく、自分自身の価値も高めてくれます。

今回の講師メッセージには、これから動画編集を学ぶラボ生だけでなく、社会人として成長していく上でも大切なヒントがたくさん詰まっていました。
焦らず、一歩ずつ。“できること”を増やしながら、自分だけのクリエイターを目指していきましょう。

上記を「知っている」ではなく「理解」に落とし込むために順番に今学習されていると思いますが、
⑤までを一定レベルまで習得することにより

クライアントの要望に合わせた満足してもらえる映像作品を自走して作成できるようになります！

その先のスキルアップも同様です！
①〜⑤の理解の幅は「実践経験」を積めば自動的に向上するので一度できるようになったら後は「実践経験を積む」のみ！！

今回のスクールは「実践」をまず、見習いとして行える状態まで引き上げ
ガチの実践を行うことでプロまで引き上げます！！

動画制作は「海」くらい広く深いです！
一生涯学習ですが、

それだけ広く深いからこそ個性が生まれ、独自性のあるクリエイティブが評価される面白い業界です！
ぜひ楽しみながら全力でついてきてください�

   　年齢：　  27歳
　　　居住地 :      愛知県      

映像制作歴：     8年程度
                  趣味：映画鑑賞,カメラ,旅行        

講師紹介

小林 一樹
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動画編集で大切な         つのステップ5

映像業界に関する業界知識 ソフトの基礎操作の習得 デザイン・演出の再現力 デザイン・演出の引き出し ターゲットと目的に合わせて
引き出しを適切に反映

ラボ生へ一言



Growth Tips
毎日の小さな積み重ねが、自分の未来をつくる。
今日からできる「良い睡眠」のヒントを紹介します！

意外な豆知識

・平日と休日で起きる時間が
2時間以上ずれると、時差ボケのような

状態になることがある
（ソーシャルジェットラグ）

寝だめでは睡眠不足を
完全には取り戻せない

睡眠不足は集中力だけでなく、
食欲にも影響し、甘いものや

脂っこいものを欲しやすく
なることがある

良い睡眠は記憶の整理や
学習内容の定着にも役立つ

朝編

・朝起きたらコップ1杯の水で体が目覚めやすい
・起床後1時間以内に朝食を食べると体内時計が整いやすい
・朝に軽く歩くだけでも夜の寝つきが良くなりやすい

日中編

・カフェインは摂取後4〜8時間ほど影響が続くことがあるため、
    夕方以降は控えると眠りやすい
・15〜20分程度の昼寝は午後の集中力アップにつながりやすい
・30分以上の昼寝は起きた直後に眠気が残ることがある

夜編

・寝る1時間前はスマホやPCを見過ぎない方が眠りにつきやすい
・寝室は少し涼しいくらいが快適に眠りやすい人が多い
・アルコールは寝つきを良く感じても、睡眠の質は下がりやすい
・「寝なきゃ」と焦るほど眠れなくなることがあるので、
    一度ベッドを離れてリラックスするのも方法

 Editor’s Note
忙しい毎日の中で、つい後回しにしがちなのが「睡眠」。

でも、良い睡眠は心と体の回復だけでなく、挑戦し続けるためのエネルギーになります。
自分に合ったリズムを見つけて、質の良い睡眠をとり、最高のパフォーマンスを発揮していこう！
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Written by Rie



Monthly Highlights
今月の注目コンテンツをお届けします

この社内報では、メンバーの声や会社の出来事、普段なかなか見えにくい取り組みなどを、毎月少しずつ発信していきます。

普段は関わる機会が少ないメンバーの考えや、会社の中で起きている前向きな変化を知ることで、
少しでもお互いの距離が近づくきっかけになれば嬉しいです。

「会社のことをもっと知れる」「誰かの挑戦を応援したくなる」「自分も頑張ろうと思える」
そんな社内報を目指して、これから毎月届けていきます。

会社のことを
もっと知れる

誰かの挑戦を
応援したくなる

自分も頑張ろうと
思える
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CEO Message
「相手に求めるな。自分からいけ。」

相手の態度に左右されている限り、成長の主導権は握れない。
どんな状況でもオープンに学びにいく姿勢を崩さないこと。

他責ではなく自責で捉え、
「自分がどう在るか」に集中できる人だけが成長する。

Mentor's Voice
皆さん日々の業務、スクール学習お疲れ様です！

今回は社内報1号目ということで初心に戻ってみましょう。
人は、環境だけでは変わりません。

本当に人を変えるのは、「自分は変わりたい」という意欲と覚悟です。
その意欲を行動に変え続ける姿勢が成長や変化をもたらせます。

一人ひとりが大きな可能性を秘めています。
しかし、その可能性は待っているだけでは開花しません。

昨日より一歩前へ。
できなかったことに挑戦する。
失敗しても、また立ち上がる。

その積み重ねこそが、未来の自分をつくり夢やゴールを掴み取ることができるのです。

GOOD NEWS
今月から、社内報「LABO MAGAZINE」がスタートしました！

ぜひ、毎月の LABO MAGAZINEを楽しみにしていてください！



LABO COLUMN
今月のコラムはこちら

ワカモノラボが大切にしているのは、
『目標を与えること』ではありません。

私たちが何より大切にしているのは、

『自分を知ること。』
何をしているときに心が動くのか。

その答えは、人それぞれ違います。
だからこそ、誰かの正解ではなく、
『自分だけの答え』を見つけること価値があります。

どんな瞬間にやりがいを感じるのか。

どんな人生を歩みたいのか。

私たちは、
「意欲は才能ではなく、育てられるもの」
だと信じています。

自分を知ることで、目標は
「やらなければいけないもの」から、
「自然と頑張りたくなるもの」へ変わります。
その状態こそが、仕事への意欲を生み、
成長を支える土台になると私たちは考えています。

今日、5分だけでもいい。
スマホを閉じて、自分に問いかけてみてください。 「私は、どんな人生を送りたいんだろう。」

【編集後記】
このコラムでは、毎月「働く」「成長する」「人生をつくる」をテーマに、皆さんと一緒に考える時間を届けていきます。

正解を伝える場所ではなく、自分だけの答えを見つけるきっかけになれたら嬉しいです。

「自分はどんな人生を送りたいのか。」

「何を大切にして働きたいのか。」
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Written by Naoto

【あなたは今、どこに向かっていますか？】
「頑張っているのに、なんだか満たされない。」
「このままで大丈夫かな。」
もし一度でもそう思ったことがあるなら、このコラムを最後まで読んでみてください。

入ったばかりのラボ生は、覚えることに追われ、毎日があっという間に過ぎているかもしれません。
一方で、少しずつ経験を積んできた人は仕事にも慣れ、できることが増える反面、
「このまま進んでいて大丈夫なのかな」とふと考える瞬間があるかもしれません。

立場は違っても、多くの人に共通することがあります。

それは、「どこへ向かっているのか」が曖昧なまま走り続けてしまうことです。

実は、私自身も「とにかく頑張れば何とかなる」と思って働いていた時期がありました。
目の前の仕事は一生懸命やる。でも、何のために頑張っているのかは分からない。

だから成果が出ても満たされず、忙しいだけの日々を過ごしていました。

そんな時に気づいたのが、「頑張り方」ではなく、「向かう方向」が大切だということでした。

ワカモノラボを立ち上げた理由も、ここにあります。
私たちは、スキルを身につけるだけでは、
人は本当の意味で成長し続けられないと考えています。

その土台があって初めて、仕事は"やらされるもの"ではなく、
"自分で選ぶもの"に変わる。

だから私たちは、スキルだけではなく、
自分自身と向き合う時間も大切にしています。

頑張ることは大切ですが、「何のために頑張るのか」が
見えていなければ、その努力はいつしか苦しさへと変わってしまいます。

すぐに答えは見つからなくても大丈夫です。
大切なのは、答えを持つことではなく、自分に問い続けること。

ワカモノラボは、答えを教える場所ではありません。
自分だけの答えを、一緒に見つけ続ける場所です。



Coming up !
来月の予定

自己分析 メンター評価 ギャップ分析 目標設定

今の自分を
振り返る

メンターからの
フィードバック

強みや課題を
明確にする

次の目標を
具体的に決める

「今の自分」を知ることが、
「理想の自分」に近づくいちばんの近道。

今月号はいかがでしたか？
今月から、ラボ生の皆さんの挑戦や成長のストーリーをお届けします。
誰かの挑戦が、誰かの勇気になる。
そんなつながりを、これからも大切にしていきたいと思っています。
ワカモノラボは、スキルを学ぶ場所であると同時に、
自分自身と向き合い、自分の人生をデザインしていく場所です。
来月も、新しい発見や気づきがあなたを待っています。
一緒に、未来をつくっていきましょう！

- Editor Kimie

 Editor’s Note

一人の経験やストーリーが全員を動かします！
来月号のインタビューを受けたい方ぜひご連絡ください
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HAI Score Check

HAI Score Checkとは？
HAI Score Checkは、ラボ生一人ひとりの
成長を可視化し、次の一歩に繋げるための

ワカモノラボ独自の制度です！

LABO QUESTION
今月の問いかけ

今月、あなたが一番成長したことは何ですか？今月、あなたが一番成長したことは何ですか？今月、あなたが一番成長したことは何ですか？

THANK YOU 
FOR READING!

See youSee you
next month!next month!

See you
next month!

今日の挑戦が、未来の自分をつくる。今日の挑戦が、未来の自分をつくる。
Change your future , one challenge at a time.Change your future , one challenge at a time.

今日の挑戦が、未来の自分をつくる。
Change your future , one challenge at a time.


